
【資料１】

■ＰＤＣＡサイクルのイメージ図

■本市における行政評価を通じたマネジメントサイクル（＝ＰＤＣＡサイクル）

行政評価システムとは？

評価の結果、目的を達成でき
たか等、改善、見直しを行う。

計画により実施す
る。

評価（Check）

実施により、どれだけ目的を
達成できたかを評価する。

計画（Plan）

目的を設定し、それを達成す
るための内容を組み立てる。

改善・見直し（Action）

豊後大野市行政評価システムの概要

実施（Do）

行政評価とは「政策、施策、事務事業について（事前、

事中、事後を問わず）一定の基準、指標をもって妥当性、

達成度や成果を判定するものとする。（「Ｈ２５年度地方

公共団体 における行政評価の取組状況：総務省」より）

とされており、本市では「まちづくり基本条例第２７条」に

行政評価の実施が規定されています。

そのため、政策、施策及び事業を計画・実施し､その結

果を政策、施策及び事業の目的に基づいて評価し、改

善・見直しを図っていくというサイクルを毎年度積み重ね

ていくことが大切です。

行政評価は、行財政活動の目標の明確化、効果の数

値化、費用対効果の分析を行い、それらを基準として、

政策、施策及び事業における「選択と集中」、「スクラッ

プ・アンド・ビルド」等を行い、行政の効率化を図っていく

ことです。又、サイクルとして毎年度繰り返される作業の

積み重ねであるため、全庁的な評価のスキルアップを

図っていく必要があります。

予算の執行

計画の実施

事務事業の評価

成果の検証

成果主義に基づく達成状況
を踏まえた改善・見直し

改善・見直し

当初予算書

計画や見直しを具現化

補正

（加減措置）

内部評価委員会

における改善・

見直しの指示

マネジメントサイクル

予算査定

進捗状況調査

総合計画／実施計画書の

作成

【ポイント】

Ｈ２４年度より事業別予算に移行

◆メリット

①事務事業の体系整理（固定化）

②年度比較（一般財源）

③総合計画との連動

当該年度の状況を調

査することで、前年度

評価と当該年度を加

味した改善・見直しに

つなげる

決算監査


